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ロツタ）によりCADが始まる．それまでのコンピュ  

ータ利用は，ユーザーにとってデータを作成するだ  

けでも特別な業務，難しいものとみられてきたが，  

コンピュータにより目に見える図面が出力されて以  

来，第三者に対するプレゼンテーションとして非常  

に説得力のあるものと評価された．   

しかし，各アプリケーションソフトのデータ作成  

と，そのプロッター出力までの一連の処理が，少な  

い時で3～5回，多い時には10回以上もやり直すと  

いうほど，一言で言えば重宝なものだが使いにくい  

というのが一般的な見方であった．当時，多くのデ  

ザイナーには見向きもされず，利用者は構造設計者  

に限られていたと言っても過言でない．   

昭和55年になり，グラフィック・ディスプレー（画  

像端末）等の対話型の端末が導入されると，今まで  

のようなバッチ処理（一括処理）で図形を表示した  

のではハードウェアの長さが生かされないというこ  

とで，新しいシステムーNACS－が開発された．こ  

のシステムは当社のオリジナルなCADシステムで  

あり，当時の大きな目標≪既存資源の有効利用，設  

計作業の省力化，機能追加の容易性 etc．≫を達成  

し，現在に至っている．この時の思想の方向性を誤  

らなかったために従来の入力方法で簡単に他のシス  

テムに連結でき，又システムを拡張できたと確信し  

ている．   

NACSの図形出力は，当初画面のハードコピーと  

漢字プリンタp（NLP＝NihongoLinePrinter）で  

あった．NLP出力は出図用の主プログラム1本を用  

意し，対話型の各評価プログラムにて行っている．   

また，バッチの各アプリケーション・プログラム  

についても同様で，データ作成プログラムを介して  

出力している．この方法は，昭和59年の静電プロツ  
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昭和57年に完成し1：NACS（Nishimatsu Archi－  

tecturalComputer System）は，その後のシステ  

ム機器の導入及び機能追加や実務面での利用状況な  

どによって，時代に即応した婆・方向をめざし，よ  

り使い易いシステムに変わってきた．以下に最新の  

NACSの紹介をする．  

1．CADの定義  

CAD（ComputerAidedDesign）が話題となって  

十余年が過ぎるが，最近の急激なCADの普及は，  

CADD（ComputerAidedDesign＆Drafting）シ  
ステム及びプロッターを含むハードウェアの進歩に  

よるところが大である．   

CADの定義は本来『コンピュータを利用した設  

計』であるが，最近のCADDシステムの普及により，  

図面を描くシステムをCAD（キャド）と呼ぶのが普  

通になっている．当建築設計部では，本来の定義の  

CADに向かって開発を進めている．   

2．CADシステムの開発経緯及び概要  

Fig．1に当社のコンピュータ機器等の歴史を示す  

が，昭和51年の初代プロッタ（カルコンプ・ペンプ  

年度（昭和】）   42】43l44】45】46l47」可49Ⅰ50l51】52l53154い5l56l57l58l59】60l61l62l631剰2   
l  I l  

I l  l  l  l  】  
し止虻容量                       42■10  ヰ5ノ／8 47′3  505 51′一10  55ハ  59ノ1   61ノ1  1′′■5  

32KB  128KB  256KB  4MB  32MB  16KB                                              8MB     12MB  

20  2  

′＼  

。 

機押その他   メ  事    ぺ  鱒 ○完士 
隋端  D店 コ  

誓亨  曜    ロ  
算  ド  】  ッ漢  プ  入ラ ホ  

ま   

Fig．1西松建設（株）電算機の歴史  

♯ 建築設計部設計課副課長  

183   



抄録  西松達誌奴隷＼忙L  

ター導入時にコンバートされ，静電プロッター出図  

用の主プログラムとなった．   

それ以前に作られたプロッター出力付プログラム  

は，出力機器が変わるというだけで，新しい機能を  

使うには，プログラムを書き直さねばならぬという  

不具合が生じた．1本だけなら良いが，数本もある  

場合には容易なことではない．結局，それまでの出  

力を保証するということで落ち着いたわけである  

が，相変わらず新機能は盛り込めなかった．より良  

い方法はないかということで，この静電プロッター  

出図用主プログラムの誕生となった次第である．は  

じめは今後の出力機器の置き換えに，この主プログ  

ラム1本を管理していくということであったが，図  

形処理や柱，壁作成などの建築的なパラメトリック  

な要素を次々に盛り込み，自動製図プログラムへと  

変えていった．次には，NACSの従来の計画図出力  

に，この自動製図プログラムを使い，NLPから静電  

プロッターへの出力も可能にし，面塗りや網掛けの  

新機能追加により，手描きの計画図に近い図面が得  

られるようになった．しかし，加筆修正や隠線処理  

等，ユーザーが作成するのに手間暇のかかる汎用サ  

ブプログラムはCADDシステムに頼ろうという方  

針から，昭和61年のICAD〔㈱富士通製のCAD〕／  

CADDシステム導入後，自社システムのモデルを  

CADDシステムのモデルヘ自動登録するコンバー  

トプログラムの追加がほぼ完了し現在に至ってい  

る．言い換えれば，従来のシステムで60～70％を自  

動作画し，残りをCADDシステムで補うという思想  

である．   

また，以前に作られたプログラムで，利用制限の  

あったものの中にはパソコン用に新しく書き直され  

たものもある．前出の自動製図プログラム用データ  

をパソコンで自動作成し，RJE（RemoteJobEntry）  

にてホストに送信し，静電プロッターに出力してい  

る．原則として時間のかかる処理はホストで行うよ  

うにしている．   

以上が大まかな開発経緯であるが，システムの概  

要をFig．2に示す．ベースはNACS対話処理であ  
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Fig．2 システムの概賢図  
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り，自動製図プログラム，NLP出力プログラム，各  

種アプリケーションプログラム，ICAD／CADDシス  

テム等が各補助プロセッサを介し処理され，またパ  

ソコン人力データはRJEにて結ばれている．グラフ  

ィック対話処理は約50種類のファンクション  

（Tablel）を選ぶことにより，各種評価シミュレー  

ション，プログラム用データ作成，CADD登録等が  

行える．今後，開発あるいは購入するプログラム，  

システムはNACSの建物モデルを自動変換するフ  

ァンクションを追加することにより，容易にシステ  

ムの拡張が図れる．   

3．おわりに  

システム機能アップや機器の追加は今後も進めね  

ばならないが，あと何年後ぐらいに，市販のCADD  

システムが建築的なパラメトリカルな要素をすべて  

取り込み，またCADDで作成したモデルを他のアプ  

リケーションに簡単に渡せるようになるかと推測す  

ると，まだ十年以上はかかりそうである．   

いずれにしても，そのようなCADDシステムが出  

現すれば，本来の建築CADシステムと呼ぶことが  

でき，NACSの役割が果たせたといえるであろう．  

Tablelファンクション機能一覧  

26．北の方位定義   

27．用途地域～日影規制ライン算定   

28．建物高さテーブルの定義   

29．建物座標データのタブレット入力   

30．建物高さテーブルの表示   

31．敷地求積図データ作成   

32．グリッドの表示   

33．点から線分への垂線   

34．円と線分の交点   

35．円と円の交点   

36．面のコピー   

37．面の対称コピー   

38．定義済点座標を交点座標に変更  

39．ICADバース登録用データ作成   

40．円の直線近似面入力   

41．∪－一般概要面積表作成  
DNACSl専用  

42∴一般概要面積表作成（ICAD用）   

43．平面図作成（ICAD用）  
DNACSl専用  

44．平面図作成（ICAD用）  

45．断面図作成  
DNACSl専用  

46．（50）に面座標データ追加  
DNACSl専用  

47．パソコンデータ取込   

48．日影データ取込   

49．定義，グリッドモード選択   

50．電卓実行モード  

1．交．た計算   

2．平行移軌   

3．点の延長   

4．拡大縮小   

5，．真の移動   

6．面の分割   

7．面積計算   

8．スケーリング   

9．画面消去   

10．定義礪面の参照   

11．各階別定義済面の参照  
DNACSl専用  

12．定義潜点の参照   

13．日影チャート図   

14．天 空 囲   

15．透視l珂   

16．定義酒面の属性変更   

17．面積数量表の作成   

18．最大ボリューム囲階高表示   

19．真巨形の定義   

20．定義済点の変更   

21．ファイルの割付   

22．日影プログラム用データ作成  

23．立面日影プログラム用データ作成   

24．定義満面の卜の高さ定義   

25．初期条件データ入力  
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